
　

都道府県名 事業実施主体 地域再生計画名

計画期間 評価責任者

2 0R2 1,800t R5 R71,077t

長崎県土木部港湾課長、水産部漁港漁場課長

当初計画に対し、整備量からみる進捗率は、36％であり進捗に遅れが生じている。計画期間の延長を行い、引き続き、計画に則した整備を目指していく。

港湾施設（堂崎港）
（堂崎地区）
　物揚場（-2.0m）（改良）
　物揚場（-2.0m）（改良）（2）
　浮桟橋（改良）
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当初計画に対し、整備量からみる進捗率は、17％であり進捗に遅れが生じている。計画期間の延長を行い、引き続き、計画に則した整備を目指していく。

港湾施設（須川港）
（須川地区）
　物揚場（-3.0m）（改良）
　物揚場（-2.0m）（改良）（2）
　橋梁（改良）

指標２ 南島原市の漁獲量

中間目標値を105.5万人下回っているが、新型コロナウイルス感染症拡大の影響によるものと考えられ
る。現在、観光客数は大きく回復傾向にあるため、引き続き、事業進捗を図ることで最終目標値の達
成を目指す。

中間目標値を723t下回っているが、新型コロナウイルス感染症拡大の影響による消費の冷え込みに伴
い、魚価が下落し、漁獲量が減少したものと考えられる。現在、同感染症拡大の影響は緩和されてい
ることから、引き続き、事業進捗を図ることで最終目標値の達成を目指す。
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地域再生計画（地方創生港整備推進交付金）中間評価調書

長崎県 長崎県 「海に浮かぶ火の山の大地」の観光・経済を支える港づくり計画

令和3年度～令和7年度

中間目標値の実現状況に関する評価
基準年度 年度 中間実績 基準年度

最終目標値
中間評価
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人

210万人
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19,000m2
80m
80m

110m
460m

19,000m2
80m
80m

110m
460m

1,800t1,800t

①地域再生計画に記載した
数値目標の実現状況

指標
基準値 中間目標値

R5R2
181.7万

人
指標１ 南島原市観光客の増加

153.4万
人

最終実績
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100m
50m

70m
60m

漁港施設（加津佐漁港）
（加津佐地区）
　物揚場A 98m

漁場環境回復整備事業 持続可能な漁場環境を保全

98m

世界遺産のまち　ぐるり探訪プロ
ジェクト

世界遺産や資産を活用した地域活性
化

②事業の進捗状況 事業名

整備量（その他の事業では取組内容）

計画
中間年度
（R5）

特別措置を適用して行
う事業

港湾施設（口ノ津港）
（大屋地区）
　防波堤（A）（改良）
　物揚場（±0.0m）（改良）
（大泊地区）
　防波堤（A）（改良）
　物揚場（-2.0m）（改良）

100m
50m

70m
60m

0m
0m

40m
0m

その他の事業

計画外で独自に実施し
た事業

0m2
58m
17m
13m
25m

マリンフェスタ in くちのつ

●事業期間延長計画の変更の認定申請を予定
　・口ノ津港大屋地区の防波堤(A)(改良)、須川港須川地区の物揚場(-2.0m)(改良)(2)、橋梁（改良）、堂崎港堂崎地区の物揚場(-2.0m)(改良)、多比良港多比良地区の泊地(-4.5m)、
　　岸壁(-4.5m)(A)(B)の事業期間がR9dまで要することから計画期間を2年間延長する。
●資機材や労務単価の上昇等に伴う事業費の見直し
　・総事業費
　　　現計画事業費２，５４５，０００千円⇒見直し後２，４２４，０３４千円［１２０，９６６千円（うち交付金２７，０４４千円）減］

⑦今後の方針等に対する
対応

⑥今後の方針等

③評価方法 まち・ひと・しごと創生対策懇話会を開催し、評価・検討等を行う予定としている。

④中間評価の公表方法 長崎県のホームページに掲載

⑤計画全体の総合評価

本地域再生計画では、口ノ津港、須川港、堂崎港の港湾施設及び加津佐漁港の漁港施設を一体的に整備することで、漁業就労環境改善や安全性の向上を図り、多比良港では、島原半島の観光客が利用する道路等の整備で使用する建設資材
（砂）を安定供給するための施設整備を行い、これらの港湾、漁港の整備と水産振興や観光振興の取り組みを併せて行うことで、島原半島の経済を支える観光業・水産業を中心とした地域経済の活性化を図っている。指標1及び2ともに、
中間実績は確認中であるが、新型コロナウイルス感染拡大の影響により、中間目標値を達成できない見込みである。しかしながら、新型コロナウイルスが5類感染症に移行され、観光客数や漁獲物等の需要が回復してきているため、引き
続き事業進捗を図り、早期の効果発現を目指す。
事業進捗に遅れが生じていることから計画期間2年の延長が必要である。また、資材単価及び労務単価の上昇により工事費が増となっている事業があるため、事業費の増額が必要である。

中間評価結果の反映状況

達成状況

指標
総数

達成
数

磯焼け対策、藻場造成、資源管理等、持続可能な漁場環境を保全することで、漁業者の安定した所得を確保している。

進捗率100%　令和4年度完了

当初計画に対し、整備量からみる進捗率は、31％であり進捗に遅れが生じている。計画期間の延長を行い、引き続き、計画に則した整備を目指していく。

事業の進捗状況に関する評価

原城跡が世界遺産に登録されたことを契機に「島原・天草一揆」などの歴史を広く知ってもらうための資料館、物産館、観光案内所等の機能を有した施設整備、東アジアをター
ゲットとしたメディア戦略やセールス活動、モニターツアーを実施する。さらに熊本県天草市との連携により「原城跡」と「津崎集落」を巡るツアー造成、各種イベントへの共同出店等
による地域活性化を図っている。

当初計画に対し、整備量からみる進捗率は、34％であり進捗に遅れが生じている。計画期間の延長を行い、引き続き、計画に則した整備を目指していく。

おいしい南島原グルメフェア 地域の特産を活用した 毎年12月～2月にかけて開催される南島原の豊富な食材を使った食の祭典。

南島原地域のイベントの実施 毎年7月に開催され、漁船パレード、ペーロン大会、イルカウォッチング、花火打ち上げなど、県内外から多くの人が訪れる南島原地域の一大イベント。

港湾施設（多比良港）
（多比良地区）
　泊地（-4.5m）
　岸壁（-4.5m）（A）
　岸壁（-4.5m）（B）
　道路
　道路（改良）

有りの場合その具体的内容

　　 地域再生計画の見直し  (　　有　・　　無     )
事業進捗に遅れが生じていることから計画期間及び事業期間を2年延伸する。また、資材単価やや労務単価の上昇等に伴う事業費の見直しが必要で
ある。

     令和７年度予算要望額への反映　(　有　・　　無  )

　　 有りの場合の増減額　　　　　　　　　　　　千円


